






































































































































































(1)落合小中村 (2) 新{~~ (3)大宮 (4)研究会 (5)部合 「三ゴ二文g1t_l
a)活用の概念 41 49 10 6 
b)活用の種類 52 52 6 23 10 6 
c)活)!J)[; 66 50 7 24 17 62 
合計ページ数 458 44 66 120 198 I 
それぞれの項目のうち、最初に現れる項目から最後に現れる項目までの間隔は、三土
が56ページと突出して大きく、その他の文:!w:を大きく引き離している((1 ) 25ペー ジ、
( 2) 3ペー ジ、 (3)2ペー ジ、 (4) 1ページ、(5) 7ページ)。これは三土文典が、
「活用Jに関する内容をまとめて記述するのではなく、他の内容をはさんで繰り返し記
述していることを示している。
















































































i大槻 i三土講義 i三土文典初版 i三土文典p}訂|芳賀
(1 )数詞 |名詞の一部 !なし iなし |名詞の一部 |単独
(2)活用 |変化、活用 |活、活用 i活、活用 |活用 |活用
(3 )形容動詞|なし !なし jなし |あり |あり




































|三土再訂|活発なる少年公平なる官吏 あはれなる小女 巧なる手l弘前i 校々た




















匿罰(1 )書く 現在 (2)書きたり 書けり 現在完了 ( 3 )書きき過去
























































































































1. 1本正秀(1965)は、明治33{!ミから42年を古文 致運動の第 5期 il耳石立JtlJ にあてる。その中でも lリj
治35~q:: は、前波{tjJ}主『日本語典.1 (明治34年 3月)が口語文典のi腐矢として刊行されたり、新聞の三












7. I三土文典j序、 p.:30 
8. 矢禅 (2006)、p.120
9. 矢 t:~! (2006)、p.200








Hi. 新保 (1リ3I'{:i29)、三十オ iιH-]iオ。




20. ILU二(刊行今ミ不!ljJ)、p.4 0 
21. IロUJ二、 p.9。
2. i Iこl本文法講義j結言、 p.l。以下「講義j のi] lm は、必要 lこ}よ;じて句読点やカギカッコを捕った間í~r
がある。また、原文の傍線、!翠l点は全て省略している。









29. 大槻文彦 fn百社;指WJ.lについては森田真吾 (2000)が論じている。森EIi立、大槻の r:tlfr対日i十i.lが、
梓書:r言tI手j編纂の過程で作られたことを重視する。時書編纂の過4Ji!では、見i出jハ;し訂訴iごと!にこ己!Jih弘仕
の:普雪守守遍的な基準が必必、致袈4でで、あり、利用者が品詞を認定して俳書を引く|僚のJμ1主がl児lI{1i化される(p.108)。
これにより、口元法指南jは i文法jを学んだ人々が、実際の文章にどIlして訟の分類を行うことを可
能にしたJ(p.107) と考えられる。
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30. 森田真吾(1999)は、芳賀が、動詞と助動詞を一単位にした|活用述語jという概念を立てた点をm
視する。これは「単語レベノレにおける分析的な説明jよりも、 r普通文jにおいてよく箆mされる詑
法をそのままの形で勺Iミすことによって、それに習熟させ、実際の運用に役立たせることを意図したも
のJ(p.91)である。これより芳賀の文典は、学習者の実探の「運H日、つまり「作文jを意識した文
典と也置づけられる。
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